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「環境基本計画－環境の世紀への道しるべ－ （平成12・12・27総告70 （抜粋）」 ）

第３部 各種環境保全施策の具体的な展開

第１章 戦略的プログラムの展開

第５節 化学物質対策の推進

１ 現状と課題

現在の社会経済は、多様な化学物質の利用を前提としており、その成長は化学物質

に支えられてきた部分が大きいといえます。その反面で、化学物質の開発、普及は２０世

紀に入って急速に進んだものであることから、極めて多くの化学物質に人や生態系が

複合的に長期間暴露されるというこれまでの長い歴史に例を見ない状況が生じていま

す。

今後、将来にわたって持続可能な社会を構築していくためには、一方で生活や経済

活動において用いられる化学物質の有用性を基盤としながら、他方でそれらの有害性

による悪影響が生じないようにすることが必要です。

現在における化学物質をめぐる環境問題の主な課題は、次のとおりです。

（１）～（７）略

２ 目標

化学物質による環境リスクを科学的に正しく、可能な限り定量的に評価するととも

に、社会的な合意形成を図りながら、多様な手法による環境リスクの管理の推進を図

ることにより、持続可能な社会の構築の観点から許容し得ない環境リスクを回避しま

す。

３ 施策の基本的方向

今後の化学物質対策の検討に際しては、1992年（平成４年）の地球サミットにおい

て採択された、環境を保護するために予防的方策を広く適用すべきであるという原則

を踏まえながら、以下に示す事項を施策の基本的方向として取り組みます。

（１）～（３）略

４ 重点的取組事項

（１）～（６）略


